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性　別

対戦カード 16 ― 12

18 ― 16

20 ― 10

25 ― 14

第１Ｐ

お互いにマンツーマンディフェンスでスタートする。

東京農大三高は出だし、⑦の３Pと⑤のジャンプシュートが決まり得点を重ねる。

対する熊谷高校はガード陣のドライブからシュートにつなげるものの決まらず、波に乗れない

時間帯もあったが相手のミスから得点を重ね、１６対１２で東京農大三高がリードして終了する。

第２Ｐ

東京農大三高は⑬のバスケットカウントから流れをつかみ、得点を重ねる。対する熊谷高校は、

タイミングの良いシュートを放つが決まらず、開始３分間は苦戦する。

しかし、⑱のインサイドプレーが決まり、得点を重ねていく。相手に行きかけた流れを止め、

３４対２８で東京農大三高がリードして前半を終えた。

第３Ｐ

前半から流れを掴んだ東京農大三高のペースで試合が進む。⑬の連続得点でリードを広げ、更に

⑪のバスケットカウントで相手を引き離しにかかる。熊谷高校はドライブを中心に攻め、積極的にリングに

アタックするが、東京農大三高の⑤に阻まれ得点が思うように伸びない。ディフェンスからの

アーリーオフェンスが決まり、５４対３８で東京農大三高がリードを広げた。

第４Ｐ

迎えた最終ピリオド、東京農大三高のペースで試合が進む。インサイドとアウトサイドでバランス良く攻め、

⑦の３Pと⑧のジャンプシュートで差を広げる。得点差が２５点になったところで熊谷高校のベンチが

タイムアウトを請求した。しかし、流れは止まらず東京農大三高が攻め続け７９対５２で勝利した。

　熊谷高校の粘りと伝統校らしいバスケットで最後まで諦めない姿が印象的だったが、東京農大三高の

１試合通して徹底したアーリーオフェンスが素晴らしかった。
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